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 資料１  

現行の茨木市一般廃棄物処理基本計画について 

 

１ 現行計画の概要 

 ・平成 18年 3月に策定した「茨木市一般廃棄物処理基本計画」を、平成 22年度までの成果を踏まえ、

平成 24年 3月に中間見直しを行った。 

 ・中間見直し後の減量目標は、平成 22年度を基準年度とし、目標年度の平成 27年度までに、家庭系

ごみ（1人 1日あたり排出量）は５％削減、事業系ごみ（総量）は 10％の削減をするものとしてい

る。 

・減量目標達成に向け、「循環型社会の形成」を基本理念として、「みんなでつくる資源循環都市 い

ばらき」を基本目標に掲げ、市・市民・事業者それぞれの役割を示すとともに、「ごみの減量化・

再資源化計画」「収集・運搬計画」「中間処理計画」「最終処分計画」「その他の事項」の 5つの体系

に分類し、取り組みの推進を図っている（「３ 取組の体系」参照）。 

 

２ 本市のごみ排出量・資源化量の推移・・・別紙 

 

３ 取組の体系 

 

 

 

 

 

 

広報活動、情報提供

情報提供の充実

地域説明会の開催

イベントの開催

使い捨て品の使用抑制、再生品の使用推進

一般廃棄物会計基準の検討

家庭系ごみ対策

教育、啓発活動の充実

生ごみ等の再資源化と有効活用

再生資源集団回収の推進

共同住宅などへの指導

適正な処理費用負担のあり方の検討

事業系ごみ対策

事業者のごみの減量化・再資源化

ごみ減量化指導の徹底

事業者へのフォローアップ

みどりのリサイクル

処理手数料の適正化

搬入物の展開検査

食品廃棄物の発生抑制

茨木市事業系ごみ減量化推進懇話会

基本的な事項

分別の徹底

収集・運搬主体

家庭系ごみの収集・運搬計画

新たな分別区分の検討

収集形態の検討

収集・運搬車両の見直し

事業系ごみの収集・運搬計画

排出者責任の徹底
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適正処理の推進

適正処理の推進

熱エネルギーの有効利用

環境衛生センターの延命化

再資源化の推進

民間活用の推進

最終処分対策

埋立量の減容

広域処分の継続

災害廃棄物の処理・処分

被災時の適正処理の推進

市民・事業者・行政の連携

廃棄物減量等推進審議会、廃棄物減量等推進員の設置

環境美化の推進

適正処理困難物への対応

適正な処理・処分の指導

医療系廃棄物への対応

不法投棄対策の強化

不法投棄対策の推進
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本市のごみ排出量・資源物量の推移

収集人口

（10月1日） 普通ごみ 粗大ごみ 計 普通ごみ 粗大ごみ 計

平成12年度
(旧基準年度) 260,159 59,465 11,197 70,662 626.2 117.9 744.1

平成22年度
(基準年度) 274,194 45,068 6,931 51,999 450.3 69.3 519.6

平成23年度 275,558 45,501 6,556 52,057 100.1% 451.2 65.0 516.2 99.3% 99.3%

平成24年度 276,713 44,646 6,451 51,097 98.2% 442.0 63.9 505.9 98.0% 97.4%

平成25年度 277,449 43,910 6,478 50,388 98.6% 433.6 64.0 497.6 98.4% 96.4%

平成26年度
（見込） 278,588 42,304 5,534 47,838 94.9% 416.0 54.4 470.5 94.6% 93.0%

平成27年度
(目標年度) 278,325 43,460 6,684 50,144 427.8 65.8 493.6 95.0%

※平成２３年度の１人１日あたりごみ量の日数は、うるう年のため３６６日で計算

対前年比 対22年度比年度
家庭系ごみ（単位：t/年）

対前年比

1人1日あたりごみ量
（単位：g）（ごみ量/人口/日数）
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家庭系ごみ排出量の推移 

普通ごみ 粗大ごみ 普通ごみ（１人１日あたり） 

粗大ごみ（１人１日あたり） １人１日あたりのごみ量 

家庭系ごみ量目標値：493.6g 
(１人１日あたり) 

平成22年度 
（基準年度) 

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 
  （見込） 

平成27年度 
（目標年度) 
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平成12年度
(旧基準年度)

平成22年度
(基準年度)

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度
（見込）

平成27年度
(目標年度)

対22年度比対前年比
計直接搬入許可業者

年度

54,710

54,142

61,36419,38841,976

事業系ごみ推移（単位：t/年）

99.0% 99.0%

36,496

37,650

38,273

36,340

16,437

17,802

36,490

34,447

15,803 52,299 96.6% 95.6%

14,823 52,473 100.3% 95.9%

14,366 50,856 96.9% 93.0%

14,792 49,239 90.0%

事業系ご
み量 

目標値：
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事業系ごみ排出量の推移 

許可業者 直接搬入 

平成22年度 

（基準年度) 
平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

  （見込） 

平成27年度 
（目標年度) 

事業系ごみ量 
目標値：49,239t 
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年度 古紙類 ペットボトル びん 缶 計 対前年度比

平成22年度 537 597 1,499 337 2,970 -

平成23年度 529 564 1,508 321 2,922 98.4%

平成24年度 582 575 1,479 321 2,957 99.6%

平成25年度 713 600 1,480 335 3,128 107.0%

年度 古紙類 ペットボトル びん 缶 計

平成22年度 9,060,264 14,632,795 - 8,294,512 31,987,571

平成23年度 11,705,760 17,197,326 - 9,851,244 38,754,330

平成24年度 11,296,152 23,171,150 - 13,045,380 47,512,682

平成25年度 10,991,083 4,958,372 - 2,746,500 18,695,955

資源物収集量推移

単位：ｔ/年

資源物売却金額の推移

単位：円

537 529 582 713 
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資源物量（市収集量）の推移 

缶 

びん 

ペットボト

ル 

古紙類 

4



年度 古紙類 古布 缶 その他 計 対前年度比 団体数

平成22年度 10,305 379 159 14 10,857 393

平成23年度 10,197 430 162 14 10,803 99.5% 397

平成24年度 10,069 401 166 16 10,652 98.1% 404

平成25年度 9,877 400 172 25 10,474 97.0% 410

単位：ｔ

普通ごみ 粗大ごみ 計 1人1日あたり（ｇ） 許可業者 直接搬入 計

平成22年度 38,153 5,934 44,087 525.4 32,002 14,225 46,227

平成26年度 35,949 4,678 40,627 476.6 29,219 13,837 43,056

基準年度比 94.2% 78.8% 92.2% 90.7% 91.3% 97.3% 93.1%

単位：ｔ

缶 ペットボトル 古紙類 古布類 計

平成22年度 291 529 453 - 2,553

平成26年度 281 520 782 61 2,913

基準年度比 96.6% 98.3% 172.6% - 114.1%

びん
(化粧品びん含む)

1,280

1,269

99.1%

年度
資源物

単位：ｔ/年

平成22年度（基本計画基準年度） ４月-１月　排出量比較

年度
家庭系ごみ 事業系ごみ

10,305 10,197 10,069 9,877 
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資源物量（集団回収量)の推移 

その他 

缶 

古布 

古紙類 
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